
室宮山古墳（御所市）
前方が室宮山古墳/前方部、後円部とも三段築成の前方後円墳/5世紀初頭の築造/左手前が後円部、右奥が前方部/墳丘の東側と南側に周濠、
その周囲には周堤が巡っている/前方部北側に造出し状の張出しがある/墳丘斜面には葺石が施されていた/北東側から見たところ



　　　東側から後円部に近づく



　ここは後円部の麓にある八幡神社



　　　　　説明坂が立っている



後円部には、2基の竪穴式石室が南北に並列して配置されている/その主体部を囲むように円筒埴輪と形象埴輪で構成された二重の方形埴輪列
が巡っている/石棺保護の為に石組みを行い天井石を乗せている/埋葬施設はこの他にも前方部墳頂と前方部北側張出し部にもあると云う





　　　　八幡神社を見てみよう



　　　説明坂と標柱が立っている



　　　　孝安天皇の室秋津島宮跡がこの辺りであること、室宮山古墳の被葬者として武内宿禰説が記されている



　　　　　　「孝安天皇室秋津島宮趾」と記されている



　　振り返って境内を見たところ/前方にも標柱が立っている





　　　こちらは「神武天皇遙拝所」



　こちらの階段から後円部に登って行く



　　　　　　こちらは境内社か



　階段を登ろう



　　　　　　前方が開けて来た



　　　　　後円部の墳頂に到着



　　　　　　ここが後円部墳頂



　後円部の中央辺りに窪みがある/左手には何やら立っている/説明坂もあるようだ



　　靫型埴輪の複製(実物大)が展示されている/この辺りには北石室があるようだ





　　　　　説明坂と窪みがある





　　　これは南側の竪穴式石室/中を覗いてみる



石室内の長持形石棺/この縄掛突起長持式石棺の蓋石上面には格子亀甲文とよばれる矩形の装飾的な削溝があり、津堂城山古墳の石棺に
類例があるだけという貴重な石棺と云う



　　　　石棺本体に穴があり、その下にも突起が見える



　　　　石棺内部は朱が残っているように見える/天井部は少し丸く窪んでいる



　この先の前方部方向は藪に覆われていて踏み込めない



　　　　　　正面は南側から見た後円部/左手が前方部/手前の溜池は周濠の名残りか
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